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[ 方法 ] 当院産科の授乳婦に対して使用頻度が高い薬剤を調査し、
それを中心に書籍や文献等の情報を収集した。その資料を基に小児
科医師と協議の上、授乳可否の対応を定めた。
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【背景】当院では 2013 年 6 月よりネーザルハイフロー（本体 : ＰＭ










に対して 1 日 1 回ＭＥによるラウンドや、患者、看護師とのコミュ
ニケーションを多くとることによってトラブルや問題点の減少に繋
がった。これからも安全性の向上、安心して使用してもらうために
努めていかなければならないと考えている。
